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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノエマルションによって不活性化された呼吸器合胞体ウイルス（ＲＳＶ）を含んでい
る、免疫原性組成物。
【請求項２】
　上記ＲＳＶを不活性化するために使用される上記ナノエマルションは、水相、油相およ
び溶媒を含んでいる、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項３】
　上記ＲＳＶを不活性化するために使用される上記ナノエマルションは、ポリソルベート
界面活性剤、エタノール、塩化セチルピリジニウム（ＣＰＣ）、オイルおよび水を含んで
いる、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項４】
　１．０％～１０％、５％～１５％、１０％～２０％、２０％～３０％、３０％～４０％
、４０％～５０％または５０％～６０％のナノエマルションの溶液を含んでいる、請求項
１に記載の免疫原性組成物。
【請求項５】
　１０～１０１０のプラーク形成ユニット（ＰＦＵ）の不活性化された呼吸器合胞体ウイ
ルスを含んでいる、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項６】
　１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８または１０９のプラーク形
成ユニット（ＰＦＵ）の不活性化された呼吸器合胞体ウイルスを含んでいる、請求項１に
記載の免疫原性組成物。
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【請求項７】
　熱安定性である、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項８】
　薬学的に受容可能な担体をさらに含んでいる、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項９】
　免疫賦活剤をさらに含んでいる、請求項１に記載の免疫原性組成物。
【請求項１０】
　上記免疫賦活剤がＴｈ１型の免疫応答に進ませる、請求項９に記載の免疫原性組成物。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の免疫原性組成物を含んでいる、呼吸器合胞体ウ
イルス（ＲＳＶ）感染を処置または予防するためのワクチン。
【請求項１２】
　呼吸器合胞体ウイルス（ＲＳＶ）感染を処置または予防するためのワクチンを製造する
方法であって、
　ＲＳＶを準備すること、およびナノエマルションと混合することによって当該ＲＳＶを
不活性化することを包含している、方法。
【請求項１３】
　呼吸器合胞体ウイルス（ＲＳＶ）感染を処置または予防するためのワクチンの製造にお
ける、請求項１～１０のいずれか１項に記載の免疫原性組成物の、使用。
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